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１．プロジェクトの目的・概要

２．具体的な取組内容

３．プロジェクトの成果及び地域への還元

小樽まちづくりファンドのための支援者形成プロジェクト
プロジェクト代表者：江頭 進

クラウドファンディング本体は、様々なトラブルを乗り越えて、現在第一号案件の小樽公園通り教

会の修復工事の準備を行っている。現在、2階までは上がれるが3階以上が閉鎖されているもの

本プロジェクトは、小樽市に存在する歴史的建造物を保存・活用するためのクラウドファンディング

（以下、CF）による資金調達システムをPRし、支援者層を形成するためのプロジェクトである。

小樽市内に存在する歴史的建造物は町の景観を構成し、また観光や教育の資源となっていると

いう点で公共財的性格を持っている。その反面、それらの歴史的建造物は、個人所有のものが多

く、莫大な維持管理費用はすべて所有者個人が負担しており、それに耐えきれず取り壊される建

築物も少なくない。本プロジェクトは小樽市民の公共財である歴史的建造物の保存・活用の費用を

広く市民に負担してもらうためのCFのPRを行うためのパンフレットを作成するものである。

他方で、歴史的建造物を保存・活用するためには莫大
な費用が必要であり、小樽市民とその関係者だけでは十
分な資金を用意できない。そこで小樽を訪れる国内外か
らの観光客に対して、本CFの意義を説明し、小樽ファンを
形成し、固定的な寄付者層の形成をめざすものである。

を修復し、利用を可能とす

る予定である。(報告書作成

時点では、教会側の会議で

提案された詳細な計画を審

議中である)。Webサイトは、

http://ega-o.org/cf/

パンフレットは、日本語6000部、英語1000部、中国語

3000部を作成し、関係者への配布を開始した。

今後小樽の観光案内所等に置かれ、また観光時期に合

わせて、駅や観光スポットで配布する予定である。また東

京小樽会や関西小樽会へも送付し協力を依頼する予定

である。

またクラウドファンディングサイトに関しては、信販会社と

の契約が成立した。


